
「滝川 X’Cステップアップキャンプ 2018」に参加しませんか 

 

全国のグライダーパイロットの皆さん、こんにちは。 

滝川スカイスポーツ振興協会（SATA）の日口です。 

 

SATAではこれまで３年間、将来の競技会開催に向けてグライダー競技講習会（TGCM）

を開催してきました。その経験の中で、日本の多くのグライダーパイロットが X’C フライ

トを行うことを躊躇っている、または X’Cの経験量が少ない現実に直面しました。 

日本でグライダースポーツをより盛んにするには、X’Cフライト（含む O/L）が日常的に

行われることが必要であり、その目的のためには各パイロットがローカルフライトから X’C

フライトに思考を切り替えるための具体的ノウハウを吸収できるステップアップキャンプ

を企画することがより有効ではないかと考えるようになりました。 

今回は、世界各地で X’C コーチングを行っており、ソアリングエンジンシリーズの著者

でもある G Dale氏を招聘し、これから国内で X’Cに踏み出そうというパイロット並びにそ

のようなパイロットを抱えるクラブのインストラクターの皆さんを対象に、下記要領でフ

ライトキャンプを実施いたします。 

皆さん、どうぞ奮ってご参加ください。 

 

・時期：＃１：9/ 8（土）～9/16（日） 

    ＃２：9/22（土）～9/30（日） 

  ※部分参加可能…連続３日以上の参加がより効果的です 

・開催場所：たきかわスカイパーク（北海道滝川市） 

・講師：G Dale氏（ソアリングエンジンシリーズ著者、UK/NZ/AUSナショナルコーチ） 

・内容：O/Lプラクティスを盛り込んだ、初級 X’C講習会 

    …ウェザーに合わせて、以下のメニューの実施日を調整 

・北海道でX’Cを行うには…北海道の地勢、ウェザー、O/Lフィールドの特性（座学） 

・MGによるO/Lシュミレーションフライト（上見）とフィールド調査（下見） 

・O/Lの計画と実践（美唄スカイパーク、実際の牧草地）※リトリブは参加者による 

・ガグル講習（座学と実技） 

・X’C飛行計画（座学と上空アドバイス） 

・複座機/L&F形式でのフライト（タスクセット含む） 

※タスクエリアは、石狩平野内を想定 

・参加資格： 

  ①ソアリングエンジン１、２を熟読していること（必須） 

②有効な航空身体検査証明及び特操審を保有する自家用/事業用パイロット（５～６名 

を予定） 

 ・日本滑空記章銅章を保有 

・５時間以上の滞空経験 

・総飛行時間 100時間以上 

➂各クラブのインストラクター/コーチ  ※フライトを伴わない参加も可能です 

・申込：7月下旬までに仮エントリー（所定のエントリーシートを提出） 

・参加費：4,000円/日 

・参考情報：過去の「滝川グライダーミーティング」の HPをご参照ください。 

TGM2015  http://compe3.wix.com/takimtg 

TGCM2016 http://takikawasky.php.xdomain.jp/xc-course/ 

http://compe3.wix.com/takimtg
http://takikawasky.php.xdomain.jp/xc-course/


TGCM2017 http://takikawasky.php.xdomain.jp/tgcm2017/ 

・その他： 

①ボランティアスタッフも併せて募集いたします。特に、JSAユース会員には各種特 

典を用意する予定です。 

②日本各地でセミナーを企画する用意があります。希望するクラブは下記までお問い

合わせください。 

・問合先：たきかわスカイパーク 

      sata@rapid.ocn.ne.jp, 

           TEL.0125-24-3255 

     または日口まで 

JCF06757@nifty.ne.jp 

TEL.090-8639-8271 
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（写真）TGCM2015-2017より 

 飛行前のブリーフィング 

 フライト前に今日の飛行ポ 

イントを最終確認 

 フライト後の振り返り… 

                            最も大切なところです 


